区域図の作成要領
１．区域図は、地縁団体の区域の確定に必要なものです
　町字界や地番、住居表示によって明確に表示されることが望ましいです。

　　　（ただし、河川や道路等によって客観的に区域が認識できる場合は、認可できます）
２．区域図は、次のような方法で作成ください
（方法１）自治会等で昔から保管している古図があれば、そのコピーを利用して作成。その他適当な地図があれば、それを利用してもよい（利用可能か不明な場合は事前にご相談ください）。区域の境界（地番界）を赤線で見やすく表示してください。
（方法２）市役所の税務課にある古図や閲覧用地番図のコピーを取り寄せる（税務課窓口で、閲覧申請とコピーの依頼をする。有料です）。複数枚にわたる場合は、適宜修正し貼り合わしてください（縮尺や紙の大きさに規定はありません。しかし、縮小版で地番や地番界が確認できないものは不可）区域の境界（地番界）を赤線で見やすく表示してください。
（方法３）法務局の公図のコピーを取り寄せる（法務局で閲覧申請とコピーの依頼をする。有料です）。以下、上記と同様に作成してください。
３．区域図の作成にあたっての注意事項
（１）区域の境界（地番界）は、明瞭に赤線で表示してください。
（２）区域の境界（地番界）全部の地番の特定が行える場合は、区域図自体にも地番数字を手書き等で明瞭に記入してください。
（３）区域に飛び地がある場合は、飛び地についても区域の境界（地番界）を赤線で表示してください。
（４）町字界によらず区域を定める場合など、特に区域の境界（地番界）を明確にする必要がある場合は、区域の境界を示す地番の一覧を作成して、別途添付してください。
（５）市からの修正指示がある場合は、適宜対応願います。
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